
％ ％ ％

達成率 100.0 ％ 100.0 ％ ％

％

ウエットスーツの整備 着
目標 ２着 ２着
実績 ２着 ２着

達成率 100.0 ％ 100.0 ％
潜水用ボンベの整備 本

目標 ５本整備 ８本整備
実績 ５本整備 ８本整備

１機整備
達成率 ％ 100.0 ％ ％

２１年度 ２２年度

移動式コンプレッサーの整
備

機
目標 １機整備
実績

総コスト（千円）…Ａ＋Ｂ 9,971 4,971

4　目標・実績

事業に係る
活動の目標
及び実績

指標名 単位 ２０年度

人
非常勤・臨時職員人件費（千円）…②

Ｂ　人件費（千円）…①＋② 180 180

常勤職員人件費（千円）…① 180 180
非常勤・臨時職員数 人 人

概
算
人
件
費

人
件
費

常勤職員数 0.02 人 0.02 人 人

Ａ　事業費（千円）：（予算に対する執行率） 9,791 88.9 4,791 93.6

その他（千円）

一般財源（千円） 9,791 2,453

国県支出金（千円） 2,338
地方債（千円）

根拠法令、国の方
針・計画等 消防組織法　茅ヶ崎市消防車両・消防資機材中長期整備指針

３　コスト・財源

事
業
に
係
る
コ
ス
ト

２０年度（決算） ２１年度（決算） ２２年度（予算）

直
接
事
業
費

財
源
内
訳

事
業
内
容

　これまで消防隊員等が火災現場等で使用した空気呼吸器用ボンベ、及び水難救助隊員が潜水活動等で使
用した潜水用ボンベの充填を充填業者が行って来ましたが、消防本部に移動式コンプレッサーを導入し、空
気ボンベの充填を２４時間３６５日随時行えるよう整備しました。
　また潜水用ボンベ８本とウエットスーツ２着を更新し、安全・確実な現場活動が実施できる体制を整備しまし
た。

事業を取り巻く環境
（事業に関する市民
等のニーズ、国・県
等の動向、社会環
境等）

　近年、災害が大規模化・複雑化したため、隊員の現場活動時間が増加してきました。更に、硫化
水素ガスを使用した自損行為など様々な災害が発生しており、空気呼吸器の着装が必要不可欠
となっている。
　また使用頻度に比例し、空気ボンベやウエットスーツ等の老朽化が進んでいる。

市民参加と
協働の活用 特になし

２　事業概要
事務事業名（業務棚卸評価） 消防資機材の導入

事
業
目
的

対象 目的

市民及び事業者の生命、身体及
び財産

　複雑多様化する火災等の災害に対し、迅速かつ確実に対応できるよう
消防資機材を整備し、消防体制の充実強化を図る。

担 当 部 課 消防本部警防課 責任者(課長) 櫻井輝一 内線 ８５－９９４６(直通)

常備消防管理経費
施策の方向 消防力の充実 細々目 5 消防資機材整備事業費

節 清潔で安全を守るまちづくり 目 1 常備消防費

施策名
小節 防災・消防 細目 20

１－０３－０４－４１６ 款 9 消防費

政策名
章 いたわりと生きがいのある健康で安全なまち 項 1 消防費

平成２１年度決算事業評価シート
１　基礎情報
事業名（実施計画） 消防資機材整備事業

予
算
費
目

会計 1 一般会計

事業コード



６　評価

活動状況
（課題も含
む）

・空気ボンベの充填を行う、移動式コンプレッサーを導入した。
・潜水用ボンベ８本の更新を行った。
・水難救助隊員用ウエットスーツ２着の更新を行った。

評価

A
評価内容

　事業の方向性　「現状維持」

・平成２０年度、空気ボンベ３７５本の充填を充填業者に依頼し７１５千円の経費を要した
が、平成２１年７月に移動式コンプレッサーを導入したところ、決算では１９１千円の支出
でした。（１０１本を充填業者へ依頼）
・結果、平成２１年度は５２４千円の経費削減となり、更に平成２２年度以後の充填費用
はなくなりました。
・潜水用ボンベとウエットスーツが計画的に更新され、安全な活動環境の整備が進みま
した。

効率性
（より効率的な改善が可能か）

■ ①改善が可能である

　消防資機材の導入及び更新に関する事務
は、再任用職員を活用することが可能。

□ ②改善の余地がある

□ ③改善の余地が少ない

□ ④改善の余地はない

継続性
（引き続き実施する必要があ
るか）

■ ①継続性が高い

　消防資機材の導入及び更新は、継続的に
行うことが重要。

□ ②どちらかといえば継続性がある

□ ③継続性が低い

□ ④継続性はない

　消防資機材の導入及び更新は、市が行うこ
とが妥当。

□ ②どちらかといえば市が実施

□ ③市が行う必然性が低い

□ ④市が行う必然性はない

□ ③必要性が低い

□ ④必要性はない

妥当性
（市が行わなければならない
か）

■ ①市が行わないといけない

５　項目別分析
項目 分析結果 理由

必要性
（市民ニーズ）

■ ①必要性が高い
　各種災害現場で使用する消防資機材の導
入及び更新は、人命及び財産を災害から保
護するためには必要不可欠。

□ ②どちらかといえば必要性がある


